
平成25年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年11月7日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 共同印刷株式会社 上場取引所 東 
コード番号 7914 URL http://www.kyodoprinting.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 稲木 歳明
問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部長 （氏名） 渡邉 秀典 TEL 03-3817-2101
四半期報告書提出予定日 平成24年11月13日 配当支払開始予定日 平成24年12月10日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 45,374 △2.6 354 △44.7 747 △30.6 △51 ―
24年3月期第2四半期 46,607 △1.1 641 ― 1,076 ― 478 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △64百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 225百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △0.57 ―
24年3月期第2四半期 5.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 93,621 47,899 51.2
24年3月期 95,146 48,324 50.8
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  47,899百万円 24年3月期  48,324百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
25年3月期 ― 4.00
25年3月期（予想） ― 4.00 8.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 102,000 5.1 2,300 19.0 2,800 10.5 1,400 6.0 15.54



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注）詳細は、添付資料３ページ 「２．サマリー情報(注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料３ページ 「２．サマリー情
報(注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」を
ご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 90,200,000 株 24年3月期 90,200,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 105,916 株 24年3月期 105,816 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 90,094,098 株 24年3月期2Q 90,096,831 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要を背景に緩やかな回復がみられたものの、世界的な

景気減速の影響や、円高及びデフレ経済の長期化など、依然として先行き不透明な状況が続きました。印刷業界に

おきましては、紙媒体から電子媒体への移行や企業のコスト削減による印刷需要の縮小が続き、厳しい経営環境と

なりました。このような状況の中、共同印刷グループは中期経営方針「事業領域の拡大により売上拡大を実現す

る」に基づき、技術的な強みを生かした高機能製品の拡販や、印刷分野と情報技術分野の融合による新サービス拡

充を図りました。また、販促支援サービスや業務支援サービスなどの周辺分野での受託拡大を目指すことで、事業

領域拡大に取り組みました。 

 しかしながら当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は453億７千４百万円（前年同期比2.6％減）と

なり、営業利益は３億５千４百万円（前年同期比44.7％減）、経常利益は７億４千７百万円（前年同期比30.6％

減）、四半期純損失は５千１百万円（前年同期は四半期純利益４億７千８百万円）となりました。 

  

   セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

   

出版商印部門 

 出版印刷では、電子書店「自己ガク」の充実を図るとともに、販促を含めた提案を行って受注拡大に努めた結

果、書籍、定期刊行物ともに増加し、売上高は前年同期を上回りました。 

 一般商業印刷では、得意先の販促支援に関わるソリューションメニューの提案を推進した結果、在庫管理業務や

パンフレット類は増加しましたが、情報誌やＰＯＰが減少したため、売上高は前年同期を下回りました。 

 以上の結果、部門全体での売上高は219億８千４百万円（前年同期比2.7％減）、営業損失は１億８千８百万円

（前年同期は営業利益５千４百万円）となりました。 

  

ビジネスメディア部門 

 ビジネスメディア部門では、官公庁や金融機関を中心にデータプリントやＢＰＯの受注拡大に取り組んだ結果、

ビジネスフォームは増加しましたが、通帳などの証券類やＩＣカードは減少しました。 

 以上の結果、部門全体での売上高は132億８千１百万円（前年同期比4.3％減）、営業利益は３億２千２百万円

（前年同期比15.4％減）となりました。 

  

生活・産業資材部門 

 生活・産業資材部門では、医薬分野や電子部品分野において高機能製品の提案を行うとともに、カップ麺の湯切

りフタ材やオーバルラミネートチューブなど、当社の開発製品の受注拡大に取り組みました。 

 高機能製品の受注が拡大したため産業資材は増加しましたが、建材製品が減少し、紙器、軟包装、チューブも減

少したため、部門全体での売上高は94億１千２百万円（前年同期比1.0％減）、営業利益は３億８千４百万円（前年

同期比27.0％増）となりました。 

  

その他 

 売上高は６億９千５百万円（前年同期比12.3％増）、営業利益は１億３千４百万円（前年同期比44.9％減）とな

りました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりにな

りました。  

 総資産は、936億２千１百万円（前連結会計年度末951億４千６百万円）となり、15億２千５百万円減少しまし

た。これは、流動資産の現金及び預金が８億８千９百万円、仕掛品が８億６千７百万円増加した一方、受取手形及

び売掛金が24億９千９百万円、投資その他の資産の投資有価証券が６億９千６百万円減少したこと等によるもので

す。負債は、457億２千１百万円（前連結会計年度末468億２千２百万円）となり、11億１百万円減少しました。こ

れは、固定負債の長期借入金が12億８千９百万円減少したこと等によるものです。純資産は、478億９千９百万円

（前連結会計年度末483億２千４百万円）となり、４億２千４百万円減少しました。これは、配当金の支払い３億６

千万円により利益剰余金が減少したこと等によるものです。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ８億８千４百万円増加し、127億３千５百万円となりました。 

  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、37億７千４百万円となりました。これは、

税金等調整前四半期純利益１億４百万円、減価償却費20億５千５百万円の計上及び売上債権が25億４百万円減少し

たこと等によるものです。 

  

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、10億９千１百万円となりました。これは、

固定資産の取得による支出10億７千万円があったこと等によるものです。 

  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、18億１千１百万円となりました。これは、

長期借入金の返済による支出12億８千９百万円と配当金の支払額３億６千万円があったこと等によるものです。 

   

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の業績は当初見込みを下回ったものの、平成24年５月11日に発表いたしました通期業

績予想については変更ありません。  

    

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

  これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であ

ります。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,172 13,061

受取手形及び売掛金 27,961 25,461

商品及び製品 2,421 2,719

仕掛品 1,983 2,851

原材料及び貯蔵品 750 733

繰延税金資産 1,236 1,265

その他 745 453

貸倒引当金 △170 △73

流動資産合計 47,100 46,473

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,405 13,049

機械装置及び運搬具（純額） 8,034 7,661

工具、器具及び備品（純額） 475 489

土地 14,866 14,866

リース資産（純額） 558 708

建設仮勘定 355 693

有形固定資産合計 37,695 37,468

無形固定資産   

ソフトウエア 831 766

その他 148 150

無形固定資産合計 979 916

投資その他の資産   

投資有価証券 7,212 6,515

長期貸付金 26 20

繰延税金資産 1,376 1,433

その他 910 940

貸倒引当金 △154 △147

投資その他の資産合計 9,372 8,762

固定資産合計 48,046 47,147

資産合計 95,146 93,621



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,726 19,490

短期借入金 760 698

1年内返済予定の長期借入金 2,579 2,579

リース債務 176 216

未払法人税等 260 171

賞与引当金 1,046 1,009

役員賞与引当金 40 30

その他 4,074 4,365

流動負債合計 28,664 28,560

固定負債   

社債 7,000 7,000

長期借入金 5,339 4,049

リース債務 419 537

繰延税金負債 251 226

退職給付引当金 4,839 5,050

環境対策引当金 106 106

資産除去債務 43 43

その他 157 145

固定負債合計 18,158 17,160

負債合計 46,822 45,721

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,742 1,742

利益剰余金 41,472 41,060

自己株式 △44 △44

株主資本合計 47,680 47,268

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 779 632

為替換算調整勘定 △135 △0

その他の包括利益累計額合計 644 631

純資産合計 48,324 47,899

負債純資産合計 95,146 93,621



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 46,607 45,374

売上原価 39,411 38,495

売上総利益 7,196 6,879

販売費及び一般管理費 6,554 6,524

営業利益 641 354

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 124 118

物品売却益 174 157

設備賃貸料 61 63

保険配当金 133 115

その他 143 113

営業外収益合計 639 571

営業外費用   

支払利息 139 123

手形売却損 1 1

設備賃貸費用 1 6

持分法による投資損失 43 6

その他 17 40

営業外費用合計 203 178

経常利益 1,076 747

特別利益   

固定資産売却益 － 1

会員権貸倒引当金戻入額 － 0

補助金収入 1 －

特別利益合計 1 2

特別損失   

固定資産処分損 179 57

投資有価証券評価損 13 466

為替換算調整勘定取崩損 － 121

その他 6 0

特別損失合計 199 645

税金等調整前四半期純利益 879 104

法人税等 400 155

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

478 △51

四半期純利益又は四半期純損失（△） 478 △51



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

478 △51

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △267 △147

為替換算調整勘定 13 134

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △252 △12

四半期包括利益 225 △64

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 225 △64



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 879 104

減価償却費 2,395 2,055

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 211

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22 △109

賞与引当金の増減額（△は減少） 86 △37

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 30 △10

受取利息及び受取配当金 △125 △120

支払利息 139 123

持分法による投資損益（△は益） 43 6

投資有価証券評価損益（△は益） 13 466

有形固定資産除売却損益（△は益） 179 55

売上債権の増減額（△は増加） 2,385 2,504

たな卸資産の増減額（△は増加） △890 △1,148

仕入債務の増減額（△は減少） △182 △236

未払消費税等の増減額（△は減少） 85 △188

破産更生債権等の増減額（△は増加） 6 △31

未払費用の増減額（△は減少） △189 △121

その他 △188 451

小計 4,659 3,976

利息及び配当金の受取額 128 122

利息の支払額 △155 △102

法人税等の支払額 △237 △274

法人税等の還付額 272 52

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,667 3,774

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,505 △1,070

有形及び無形固定資産の売却による収入 35 19

投資有価証券の取得による支出 △37 △9

貸付けによる支出 △8 △1

貸付金の回収による収入 23 6

その他 △39 △37

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,531 △1,091

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,998 △62

長期借入金の返済による支出 △1,141 △1,289

社債の償還による支出 △5,000 －

配当金の支払額 △360 △360

その他 △79 △99

財務活動によるキャッシュ・フロー △583 △1,811

現金及び現金同等物に係る換算差額 15 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,568 884

現金及び現金同等物の期首残高 12,256 11,851

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,824 12,735



該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発

費であります。 

（注）３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び

研究開発費であります。 

（注）３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。    

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

 出版商印 
 部門 

ビジネスメ

ディア部門 
 生活・産業

  資材部門 
計

 売上高     

  外部顧客への売上高  22,600  13,881  9,505  45,987  619  46,607  －  46,607

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

 394  274  163  831  3,759  4,591  △4,591  －

計  22,995  14,155  9,668  46,819  4,379  51,199  △4,591  46,607

 セグメント利益  54  380  302  738  243  982  △340  641

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

 出版商印 
 部門 

ビジネスメ

ディア部門 
 生活・産業

  資材部門 
計

 売上高     

  外部顧客への売上高  21,984  13,281  9,412  44,678  695  45,374  －  45,374

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高  

 424  301  163  889  3,709  4,599  △4,599  －

計  22,409  13,583  9,576  45,568  4,405  49,974  △4,599  45,374

 セグメント利益又は 
 損失（△） 

 △188  322  384  518  134  652  △297  354
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